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平
成
30
年
第
１
回
定
例
会

が
２
月
22
日
か
ら
３
月
23
日

ま
で
、
30
日
間
の
会
期
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
30

年
度
当
初
予
算
の
ほ
か
、
各

会
計
の
平
成
29
年
度
補
正
予

算
、
条
例
、
そ
の
他
議
案
等

を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
主
な
条
例

◆�

小
浜
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
説
明　

持
続
可
能
な
医
療
保

険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の

国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
、
平
成

30
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
国
民
健
康

保
険
の
運
営
主
体
が
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
に
移
管
さ

れ
、
現
行
の
賦
課
方
式
で
あ

る
４
方
式
か
ら
将
来
的
に
資

産
割
を
廃
止
し
、
段
階
的
に

税
率
の
改
定
を
行
う
た
め
の

改
正
。

◆�

小
浜
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

説
明　

小
浜
市
介
護
保
険
事

業
計
画
の
見
直
し
な
ら
び
に

介
護
保
険
の
国
庫
負
担
金
の

算
定
等
に
関
す
る
政
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
お
よ
び

介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
等
の

公
布
に
伴
う
改
正
等
。

◆�

小
浜
市
指
定
居
宅
介
護
支

援
等
の
事
業
の
人
員
お
よ

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

説
明　

介
護
保
険
法
が
改
正

さ
れ
、
従
来
、
都
道
府
県
等

で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

た
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事

業
の
人
員
お
よ
び
運
営
に
関

す
る
基
準
と
基
準
該
当
居
宅

介
護
支
援
の
事
業
の
人
員
お

よ
び
運
営
に
関
す
る
基
準
が

市
町
村
の
条
例
に
委
任
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
制
定
。

おばま市議会だより❷

３
月
定
例
会
の
概
要

●ホームページをご覧ください
　採決結果や次回定例会の日程、本会議の動画配信（本会議終了後約２週間程
度で視聴できます）などさまざまな情報を掲載しています。「小浜市議会」で
検索！

【可決した平成 30 年度当初予算】　　　　　　　　　　　　　　
会計名 平成 29 年度 平成 30 年度 増減率

一般会計 166 億 2,900 万円 158 億 1,800 万円 ▲ 4.9%
特別会計 94 億 1,012 万円 88 億 8,177 万円 ▲ 5.6%

内　
訳

国民健康保険 35 億 7,280 万円 28 億 4,985 万円 ▲ 20.2%
後期高齢者医療 3 億 4,411 万円 3 億 6,576 万円 6.3%
介護保険 31 億 8,143 万円 33 億 5,290 万円 5.4%
簡易水道 9,600 万円 9,888 万円 3.0%
下水道 16 億 9,723 万円 16 億 9,796 万円 0.0%
農業集落排水 4 億 6,325 万円 4 億 6,014 万円 ▲ 0.7%
漁業集落環境整備 5,525 万円 5,623 万円 1.8%
加斗財産区 5 万円 5 万円 ▲ 1.9%

企業会計（水道） 8 億 9,977 万円 9 億 1,102 万円 1.3%
合計 269 億 3,888 万円 256 億 1,079 万円 ▲ 4.9%

※端数処理の関係で合計額が一致しないことがあります

【可決した平成 29 年度補正予算】
会計名 既決予算額 3 月補正額 合計

一般会計 181 億 1,293 万円 4 億 4,665 万円 185 億 5,958 万円
特別会計 99 億 8,803 万円 3,676 万円 100 億 2,479 万円
企業会計 9 億 372 万円 △ 37 万円 9 億 335 万円

計 290 億 468 万円 4 億 8,303 万円 294 億 8,772 万円
※端数処理の関係で合計額が一致しないことがあります

検 索小浜市議会
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平成30年第1回定例会採決結果

全＝賛成全員（可決・採択）　多＝賛成多数（可決・採択）　否＝賛成少数（否決・不採択）
○＝賛成　×＝反対　欠＝出席せず　除＝除斥（規定により採決に加われない）
棄＝棄権（採決時に退席）
※�下中雅之議員は議長のため採決には加わっておりません。

賛否が分かれた議案等

項 

目
件 

名

採 

決 

結 

果

熊
谷　
久
恵

竹
本　
雅
之

牧
岡　
輝
雄

藤
田　
靖
人

佐
久
間　
博

西
本　
清
司

小
澤　
長
純

今
井　
伸
治

能
登　
恵
子

下
中　
雅
之

三
木　
　
尚

垣
本　
正
直

藤
田　
善
平

風
呂　
繁
昭

富
永　
芳
夫

清
水　
正
信

池
尾　
正
彦

賛 

成
反 

対

予算

専決処分につき承認を求めることについて
（平成 29 年度小浜市一般会計補正予算（第 5 号）） 全 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0

専決処分につき承認を求めることについて
（平成 29 年度小浜市一般会計補正予算（第 6 号）） 全 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0

陳情

大飯原発３・４号機の再稼働以前に 30㎞圏自治体と
住民への納得できる説明を求める陳情

正 否 × × × × × × × × × × × × × × × × 0 16

誤 否 × × × × × × × × 棄 棄 × × × × 棄 × 0 13

日本政府に「核兵器禁止条約」への賛同と批准を求め
る意見書の提出に関する陳情

正 否 × × × × × × × × 棄 棄 × × × × 棄 × 0 13

誤 否 × × × × × × × × × × × × × × × × 0 16
政府への「米の生産費を償う価格下支え制度」の創設を求
める陳情 否 × × × × × × × × × × × × × × × × 0 16

全員賛成で可決、同意した議案等

項目                  件         名

予算

平成 29 年度小浜市一般会計補正予算（第 9 号）

平成 29 年度小浜市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 4 号）

平成 29 年度小浜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3 号）

平成 29 年度小浜市介護保険事業特別会計補正予算（第 4 号）

平成 29 年度小浜市簡易水道事業特別会計補正予算（第 3 号）

平成 29 年度小浜市下水道事業特別会計補正予算（第 4 号）

平成 29 年度小浜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 4 号）

平成29年度小浜市漁業集落環境整備事業特別会計補正予算（第3号）

平成 29 年度小浜市加斗財産区運営事業特別会計補正予算（第 1 号）

平成 29 年度小浜市水道事業会計補正予算（第 4 号）

平成 30 年度小浜市一般会計予算

平成 30 年度小浜市国民健康保険事業特別会計予算

平成 30 年度小浜市後期高齢者医療特別会計予算

平成 30 年度小浜市介護保険事業特別会計予算

平成 30 年度小浜市簡易水道事業特別会計予算

平成 30 年度小浜市下水道事業特別会計予算

平成 30 年度小浜市農業集落排水事業特別会計予算

平成 30 年度小浜市漁業集落環境整備事業特別会計予算

平成 30 年度小浜市加斗財産区運営事業特別会計予算

平成 30 年度小浜市水道事業会計予算

条例

小浜市特別職の職員の給料の特例に関する条例の制定について

小浜市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について

小浜市議会議員および小浜市長の選挙における選挙運動用自動車の使
用等の公営に関する条例の一部改正について

項目                  件         名

条例

小浜市市税条例の一部改正について

小浜市国民健康保険税条例の一部改正について

小浜市介護保険条例の一部改正について

小浜市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について
小浜市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備および運
営ならびに小浜市指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて
小浜市指定介護予防支援等の事業の人員および運営ならびに指定介護
予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準
を定める条例の一部改正について
小浜市指定居宅介護支援等の事業の人員および運営に関する基準を定
める条例の制定について
小浜市特別職の職員の給与および費用弁償に関する条例の一部改正に
ついて
小浜市母と子の家児童発達支援センターの設置および管理に関する条
例の一部改正について

小浜市国民健康保険条例の一部改正について

小浜市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について

小浜市営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部改正に
ついて

小浜市簡易水道設置条例の一部改正について

人事

固定資産評価審査委員会委員の選任について（杉谷しげよ氏）

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（濵田隆氏）

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（大橋導子氏）

その他

小浜美郷小学校校舎新築（電気設備）工事請負契約に関する変更契
約の締結について
小浜美郷小学校体育館新築（建築）工事請負契約に関する変更契約
の締結について

福井県市町総合事務組合規約の変更および財産処分について

若狭地区障害者介護給付費等支給審査会を共同設置する地方公共団
体の数の増加および同審査会共同設置規約の変更について

前号の訂正とお詫び
小浜市議会だより 154 号の平成 29 年第 5回定例会採決結果一覧において、下
記のとおり誤りがありました。訂正してお詫びいたします。
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議会費

１億８，２７４万円
（２９万円　減）

議会運営、議員報酬など
教育費

１３億６，５０６万円
（12 億 8,210 万円　減）

学校教育、社会教育など
公債費

１７億７，４３６万円
（１億 4, ９２９万円　増）

借金の返済

民生費

４５億７８７万円
（５８０万円　増）

総務費

２０億 8, ４３２万円
（1 億 7,704 万円　減）

消防費

５億８，４８３万円
（２，８４７万円　増）

消防、救急など

土木費

２０億９，６６６万円
（３億２，７０１万円　増）

道路、河川、公園の整備・維
持管理など

衛生費

１６億３，０７０万円
（８２９万円　減）

環境保全、ごみ処理など
商工費

4 億７，４８１万円
（３，２５０万円　減）

商工業の振興、観光事業など
農林水産業費

９億１，１７６万円
（１億７，９３１万円　増）

農業、林業、水産業の振興など
労働費

１億９，４９０万円
（６６万円　減）

1％

一般会計予算
158億1,800万円
（8億1,100万円　減）

歳出内訳

13％

29％

10％
1％

6％
3％

13％

4％

9％

11％

※（　）は前年度比較

平成30年度当初予算
総額256億 1,079万円

　平成30年度当初予算案を予算決算常任委員会で慎重に審議した結果、全会計
とも原案どおり可決しました。
　福井しあわせ元気国体・福井しあわせ元気大会や、小浜美郷小学校の建設事業
などの大きな計画も含め、市民の生活に結びつく様々な予算が盛り込まれました。

原案どおり可決

高齢者、障がい者、児童の福
祉など

※端数処理の関係で合計額が一致しないことがあります

協働、防災、交通、戸籍事務
など

地域雇用の安定など
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平成30年度当初予算
総額256億 1,079万円

国民健康保険事業納付金
　7億1,848万6,000円

平成 30 年度以降、国民健康保険事業の運営主体が
市町から県へ変更となるため、対象 5事業分を今後は
納付金として県に納付する。

部活指導員設置事業� 189万3,000円
部活指導員を中学校に配置し、部活動技術指導や大会
引率等の充実と教職員の負担軽減を図る。

加圧式給水車導入事業� 2,902万円
断水時における迅速な給水活動を目的とし、給水車を
購入し緊急給水機材倉庫を兼ねた車庫を一体的に整
備する。

大手橋・西津橋架け替え関連事業
　3,000万円

国道 162 号線大手橋・西津橋架け替えの工事用拡幅
道路を将来の幹線市道に利用するため。

団体観光客誘致プロモーション事業
　150万5,000円

団体バス旅行のニーズに合った企画を開発し、旅行先
としての小浜の認知度を高め誘客につなげる。

子ども・子育て支援事業計画策定事業
　265万円

「子ども・子育て支援法」の成立により、保護者を対象
にアンケート調査を実施し、保育ニーズの集計および分
析を行う。

県開催「幕末明治福井150年博」関連事業
郷土の偉人魅力発信事業� 325万円
県の主催する「幕末明治福井150 年博」と連携し、郷
土の偉人を歴史資源として発信。
食と健康づくり事業� 86万7,000円
地元の偉人、杉田玄白の教え「養生七不可」の現代版
を普及啓発。
「山中橘内書状」保存活用事業

　138万3,000円
市指定文化財「組屋家文書」内の「山中橘内書状」を
修復し企画展で公開。

食と農の人材育成事業　1,600万円
「小浜市食と農の人材育成センター」を設置しアグリ
スクールの運営や薬用作物振興のための事業を実施。

【負担金等】
公立小浜病院組合分賦金・負担金

　5億8,121万9,000円
杉田玄白記念公立小浜病院の運営費等の一部を関係
市町で算出基準に基づき負担。
（他関係町、美浜町・若狭町・おおい町）
若狭消防組合負担金

　5億8,482万5,000円
地域の消防防災力の維持、強化のため若狭消防組合
運営費を市単独負担分、および共通負担分を関係市町
で算出基準に基づき負担。
（他関係町、若狭町・おおい町・高浜町）

学校運営支援員設置事業　213万3,000円
教員が児童生徒の指導、教材研究等に注力できる体制
整備のために支援員を配置。

本年度の主な事業等
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◆
市
税
過
誤
納
還
付
金

　
４
３
１
７
万
５
０
０
０
円

問 

課
税
誤
り
の
発
覚
後
の
体

制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答 

課
税
作
業
の
分
業
が
課

税
誤
り
の
要
因
に
あ
げ
ら
れ

る
の
で
、
そ
の
検
証
を
踏
ま

え
て
二
重
チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底

し
て
い
る
。

意
見　
全
国
的
に
課
税
誤
り

が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
そ

の
実
例
を
把
握
し
、
確
認
が

必
要
。

◆�

原
子
力
災
害
対
策
施
設

整
備
事
業

　
2
億
３
０
０
万
円

問 

シ
ェ
ル
タ
―
設
置
の
所
要

時
間
と
、
要
支
援
者
が
一
時

避
難
す
る
ま
で
の
体
制
は
。

答 

所
要
時
間
は
４
人
で
15

分
を
想
定
、
要
支
援
者
の
退

避
は
支
援
す
る
者
を
配
置

し
、
施
設
ま
で
誘
導
す
る
。

問 

今
後
の
整
備
対
象
施
設

は
。

答 

小
浜
・
雲
浜
地
区
は
２
０

０
人
収
容
の
も
の
を
市
民
体

育
館
に
、
西
津
・
内
外
海
地

区
は
１
２
０
人
収
容
の
も
の

を
内
外
海
小
学
校
に
整
備
す

る
予
定
。
要
支
援
者
が
入
居

す
る
も
み
じ
の
里
や
ア
ク
ー

ル
若
狭
は
、
県
が
整
備
す
る
。

◆�
介
護
給
付
費
準
備
基
金

積
立
金

　
９
４
５
万
８
０
０
０
円

問 

基
金
の
取
り
崩
し
で
基

金
残
高
が
減
少
し
た
こ
と
に

よ
り
、
継
続
し
て
安
定
し
た

介
護
保
険
事
業
運
営
が
で
き

る
の
か
。

答 

安
定
運
営
に
向
け
、
来
年

度
か
ら
の
第
７
期
介
護
事
業

計
画
で
介
護
予
防
を
積
極
的

に
促
進
し
、
健
康
な
高
齢
者

を
増
や
し
、
給
付
費
を
減
ら

す
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

◆
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
94
万
３
０
０
０
円

問 

財
政
調
整
基
金
残
高
の

今
後
の
見
通
し
は
。

答 

中
期
財
政
計
画
の
見
通
し

で
は
平
成
29
年
度
末
に
14
億

８
７
０
０
万
円
、
平
成
30
年

度
は
12
億
6
０
０
０
万
円
、

平
成
33
年
度
は
６
億
１
８
０

０
万
円
の
見
込
み
と
な
る
の

で
、
今
後
歳
入
確
保
、
歳
出

削
減
等
を
重
ね
、
持
続
可
能

な
財
政
運
営
を
確
保
し
た
い
。

◆�

ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り

協
働
推
進
事
業

　
２
０
９
６
万
８
０
０
０
円

問 

交
付
金
の
配
分
見
直
し

は
。

答 

今
後
交
付
金
の
見
直
し
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
平
成
30
年
度
か
ら
、

西
津
、
国
富
地
区
が
加
わ
り
、

全
地
区
に
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
が
立
ち
上
が
る
の
で
、
１
、

２
年
は
こ
の
状
態
を
続
け
て

様
子
を
見
て
い
き
た
い
。

意
見　
税
金
が
平
等
に
使
わ

れ
て
い
る
か
、
課
題
を
認
識

し
て
考
え
る
べ
き
。

◆�

さ
わ
や
か
窓
口
サ
ー
ビ

ス
民
間
委
託
経
費

　
１
６
４
３
万
２
０
０
０
円

問 

こ
れ
ま
で
の
効
果
や
市

民
の
反
応
は
。

答 

コ
ス
ト
面
で
は
年
間
約

７
０
０
万
円
の
人
件
費
の
削

減
効
果
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
身
だ
し
な
み
・
説
明
内

容
・
挨
拶
・
待
ち
時
間
・
満

足
度
す
べ
て
に
お
い
て
良
好

と
い
う
評
価
で
あ
っ
た
。

◆
道
路
整
備
事
業（
単
独
）

　
２
５
２
３
万
２
０
０
０
円

問 

土
木
事
務
所
横
の
踏
切

の
進
捗
は
。

答 

平
成
30
年
度
は
設
計
予

算
で
、
現
在
県
や
Ｊ
Ｒ
と
協

議
中
で
あ
り
工
事
時
期
は
未

定
。
小
浜
美
郷
小
学
校
開
校

に
間
に
合
わ
せ
る
の
は
難
し

い
。
バ
ス
等
大
型
車
の
進
入

に
関
し
て
は
、
幅
員
狭
小
等

の
看
板
で
対
応
す
る
。

◆�

若
狭
総
合
公
園
温
水

プ
ー
ル
管
理
費

　
４
９
７
９
万
４
０
０
０
円

問 

利
用
者
の
減
少
理
由
と

利
用
料
金
の
値
上
げ
は
。

答 

利
用
者
の
減
少
対
策
と

し
て
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
―

と
の
連
携
や
Ｐ
Ｒ
の
強
化
に

努
め
る
。
利
用
料
金
に
つ
い

て
は
、
県
の
条
例
と
の
か
ら

み
は
あ
る
が
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

◆�
水
源
お
よ
び
配
水
設
備

拡
張
費
（
う
ち
河
内
川

ダ
ム
建
設
負
担
金
）

　
２
億
１
１
４
３
万
９
０
０
０
円

問 

河
内
川
ダ
ム
完
成
後
の
負

担
金
、
浄
水
場
の
建
設
な
ど

に
つ
い
て
は
ど
う
な
る
の
か
。

答 

建
設
に
対
す
る
負
担
金

は
な
く
な
る
が
、
維
持
管
理

に
伴
う
負
担
金
は
発
生
す

る
。
浄
水
場
建
設
に
つ
い
て

は
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
定

中
で
あ
り
、
建
設
時
期
は
未

定
で
あ
る
。

◆�

議
案
第
23
号　
小
浜
市

一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

問 

今
回
、
職
員
の
国
へ
の
派

遣
に
つ
い
て
、
地
域
手
当
は

以
前
か
ら
あ
る
制
度
だ
が
、

条
例
改
正
は
な
ぜ
今
な
の
か
。

答 

こ
れ
ま
で
国
の
機
関
に

派
遣
し
て
い
る
職
員
に
つ
い

て
は
、
小
浜
市
役
所
を
一
旦

退
職
し
、国
の
職
員
と
し
て
、

国
か
ら
地
域
手
当
が
支
給
さ

れ
て
い
る
。
4
月
1
日
か
ら

小
浜
市
職
員
の
身
分
の
ま
ま

国
の
機
関
へ
派
遣
す
る
職
員

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
条
例

で
は
地
域
手
当
が
支
給
で
き

な
い
。
地
域
手
当
は
物
価
等

を
踏
ま
え
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
、
人
事
院
か
ら
で
き
る

限
り
支
給
す
る
よ
う
勧
告
を

受
け
て
い
る
。

◆�

議
案
第
25
号　
小
浜
市

特
別
職
の
職
員
の
給
料

の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

問 

市
税
の
課
税
誤
り
に
伴

い
、
こ
の
条
例
で
の
市
長
、

副
市
長
の
減
額
率
の
根
拠
は
。

答 

市
長
に
つ
い
て
は
、
市

長
就
任
か
ら
平
成
27
年
度
ま

で
10
％
を
減
額
し
て
お
り
、

そ
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
決
定

し
た
。副
市
長
に
つ
い
て
も
、

5
％
を
減
額
し
て
い
た
が
、

税
に
対
し
て
は
、
事
務
方
の

ト
ッ
プ
と
し
て
公
権
力
の
行

使
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
7
％
と
し
た
。

◆�

議
案
第
29
号　
小
浜
市

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
お
よ
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
◆�

議
案
第
30
号　
小
浜
市

指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
お
よ
び

運
営
な
ら
び
に
小
浜
市

指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

委
員
会
審
査

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
３
月
補
正
）

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
平
成
30
年
度
当
初
予
算
）



　

下
中
議
長
と
北
陸
新
幹
線

早
期
全
線
開
業
特
別
委
員
会

委
員
８
名
が
、
松
崎
市
長
、

関
係
職
員
と
と
も
に
、
北
陸

新
幹
線
の
早
期
全
線
開
業
を

求
め
る
要
望
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。
新
た
に
与
党
整
備

新
幹
線
建
設
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
（
以
下
、
与
党

Ｐ
Ｔ
）
の
座
長
に
就
任
し
た

自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
長

岸
田
文
雄
衆
議
院
議
員
を
は

じ
め
、
与
党
Ｐ
Ｔ
の
メ
ン

バ
ー
や
地
元
選
出
国
会
議
員

17
名
に
対
し
、
早
期
全
線
開

業
の
必
要
性
な
ど
、
本
市
の

熱
い
想
い
を
訴
え
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
職
員

か
ら
、
こ
れ
か
ら
実
施
す
る

環
境
影
響
評
価
な
ど
の
研
修

を
行
い
、
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
駅
ま

で
の
開
業
は
、
４
年
後
で
す

が
、
全
線
開
業
は
、
国
の
試

算
で
は
２
０
４
５
年
で
す
。

北
陸
新
幹
線
の
経
済
効
果
を

本
市
の
み
な
ら
ず
、
嶺
南
全

域
に
発
現
さ
せ
る
に
は
、
早

期
の
全
線
開
業
が
不
可
欠
で

す
。
今
後
も
議
会
と
理
事
者

が
協
力
し
、
２
０
３
０
年
の

全
線
開
業
に
向
け
て
、
引
き

続
き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

❼おばま市議会だより

 

北
陸
新
幹
線
早
期
全
線
開
業
特
別
委
員
会

実
施
日　
１
月
29
日
㊊
～
30
日
㊋

特
別
委
員
会
活
動
報
告

問 

議
案
第
29
号
お
よ
び
第

30
号
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
強
化
法
案
に
伴
い
、

制
度
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
が
事
業
者
へ
の
対
応
は
。

答 

居
宅
介
護
事
業
所
の
指

定
権
限
が
県
か
ら
市
へ
移
譲

さ
れ
、
市
が
事
業
所
の
指
定

を
行
う
こ
と
に
な
る
た
め
、

各
事
業
所
に
は
し
っ
か
り
周

知
し
、指
導
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
介
護
療
養

病
床
の
老
健
施
設
等
へ
の
転

換
が
進
ま
な
か
っ
た
が
、
今

回
の
法
改
正
に
よ
り
新
た
な

受
け
皿
で
あ
る
介
護
医
療
院

に
つ
い
て
規
定
し
て
お
り
、

対
象
施
設
へ
対
応
し
て
い

く
。

◆�

議
案
第
36
号　
小
浜
市

後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

問 

住
所
地
特
例
対
象
施
設

と
自
宅
等
、
居
住
地
を
転
々

と
し
た
場
合
、
ど
こ
が
保
険

者
に
な
る
の
か
。

答 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
時
に
対
象
施
設
に
入
所
し
、

現
に
国
民
健
康
保
険
の
住
所

地
特
例
を
受
け
て
い
る
被
保

険
者
は
、
そ
の
入
所
等
が
継

続
す
る
間
、
前
の
住
所
地
の

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
保
険
者
と
な
る
。

議
案
第
11
号
、
議
案
第
12
号

の
２
議
案
は
、
１
億
５
千
万

円
以
上
の
変
更
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
お
よ
び
議
会
の
議
決

に
付
す
べ
き
契
約
お
よ
び
財

産
の
取
得
ま
た
は
処
分
に
関

す
る
条
例
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

◆�

議
案
第
11
号　
小
浜
美

郷
小
学
校
校
舎
新
築

（
電
気
設
備
）
工
事
請

負
契
約
に
関
す
る
変
更

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

問 

契
約
変
更
と
な
っ
た
積
算

根
拠
が
不
明
で
あ
り
、
増
減

の
説
明
が
不
十
分
で
あ
る
。

答 

電
灯
設
備
や
受
変
電
設

備
な
ど
は
増
額
に
な
り
、
入

退
室
・
機
械
警
備
設
備
は
減

額
に
な
る
。

◆�

議
案
第
12
号　
小
浜
美

郷
小
学
校
体
育
館
新
築

（
建
築
）
工
事
請
負
契

約
に
関
す
る
変
更
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

問 

ア
リ
ー
ナ
出
入
口
の
外

部
階
段
に
つ
い
て
、
当
初
外

構
工
事
に
て
施
工
予
定
で

あ
っ
た
が
、
体
育
館
躯
体
工

事
の
施
工
に
伴
い
関
連
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
工
事
で
の

追
加
施
工
と
な
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、
当
該
階
段
は
、
外

構
工
事
金
額
か
ら
減
額
さ
れ

る
の
か
。

答 

外
構
工
事
金
額
か
ら
は

減
額
さ
れ
、
全
体
の
工
事
費

と
し
て
は
変
わ
ら
な
い
。

◆�

議
案
第
37
号　
小
浜
市

営
土
地
改
良
事
業
の
経

費
の
賦
課
徴
収
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

説
明　

土
地
改
良
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

◆�
議
案
第
38
号　
小
浜
市

簡
易
水
道
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

問 

志
積
飲
料
水
供
給
施
設

が
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
上

水
道
へ
統
合
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後

の
上
水
道
へ
の
統
合
計
画

は
。

答 

今
後
は
、
志
積
に
続
き

矢
代
を
予
定
し
て
お
り
、
平

成
30
年
度
の
当
初
予
算
に
配

水
管
布
設
工
事
費
を
計
上
し

て
い
る
。

産
業
教
育
常
任
委
員
会

岸田文雄与党 PT 座長への要望活動

国土交通省職員による研修会

seo-m
長方形



問　
民
生
委
員
児
童
委
員

（
以
下
民
生
委
員
）
と
は
。

答　

常
勤
の
特
別
職
の
地

方
公
務
員
で
住
民
と
行
政

等
と
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と

な
り
、
住
民
福
祉
の
増
進

活
動
を
行
う
。
主
な
職
務

内
容
は
、
住
民
の
生
活
状

態
の
把
握
、
相
談
助
言
そ

の
他
の
援
助
、
情
報
活
動

を
行
う
と
共
に
、
社
会
福

祉
活
動
を
行
う
者
と
の
連

携
・
支
援
、
福
祉
事
務
所

他
関
係
行
政
機
関
の
業
務

に
協
力
す
る
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
。

　

任
期
は
３
年
で
、
活
動

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
位
置

付
け
ら
れ
、
給
与
は
支
給

さ
れ
な
い
。

問　
課
題
と
対
策
は
。

答　

住
民
の
福
祉
・
生
活

課
題
が
複
雑
・
多
様
化

し
て
い
る
中
で
、
民
生
委

員
が
地
域
住
民
に
寄
り
添

い
、
一
番
身
近
な
相
談
役

と
し
て
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。

　

社
会
的
な
信
用
か
ら
、

会
議
の
委
員
の
委
嘱
や
各

種
申
請
書
に
お
け
る
証

明
事
務
も
増
加
し
て
き
た

が
、
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
に
も
最
小
限
と
す
る
よ

う
、
見
直
し
に
努
め
る
。

問　
市
民
へ
の
理
解
促
進

を
深
め
る
た
め
の
取
り
組

み
は
。

答　

市
広
報
に
Ｐ
Ｒ
記
事

を
掲
載
し
た
り
、
庁
舎
や

関
係
機
関
に
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
、
さ
ら
に
活
動
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、
委

員
自
ら
が
支
援
を
必
要
と

す
る
方
に
対
し
、
チ
ラ
シ

を
配
布
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
を
友
愛
訪
問
し

た
り
、
関
係
機
関
と
意
見

交
換
会
を
開
催
し
、
活
動

の
市
民
へ
の
理
解
促
進
に

努
め
て
い
る
。

【
要
望
】　
活
動
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
負
担
の
軽

減
や
経
費
面
の
拡
充
も
含

め
た
支
援
体
制
の
強
化
が

必
要
不
可
欠
。
し
っ
か
り

サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
。

民生委員児童委員について 今井　伸治
議員

問　
私
が
気
に
な
る
の
は

歳
入
の
最
も
基
盤
と
な
る

べ
き
市
税
収
入
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
当

市
に
於
い
て
は
景
気
回
復

の
兆
し
は
顕
著
に
表
れ
て

い
な
い
様
に
感
じ
る
。「
小

浜
市
を
元
気
に
す
る
」「
夢

が
持
て
る
ま
ち
」
に
す
る

施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
市
長
が
考
え
る
「
独

自
の
ま
ち
づ
く
り
」
三
期

目
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

「
研
く
」
は
当
初
予
算
で

ど
の
様
な
形
で
施
策
展
開

し
て
い
く
の
か
。

答　
「
食
の
ま
ち
づ
く
り

の
原
点
回
帰
」「
北
陸
新

幹
線
敦
賀
開
業
、
そ
の
先

小
浜
開
業
を
見
据
え
た
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
」「
福

井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
の

成
功
と
小
浜
の
魅
力
発

信
」
の
三
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
く
。

問　
食
の
ま
ち
づ
く
り
原

点
回
帰
の
取
り
組
み
は
。

答　

小
浜
な
ら
で
は
の
食

を
研
ぎ
上
げ
る
。
農
林
水

産
業
、
観
光
業
、
飲
食
業

が
連
動
す
る
仕
組
み
と
、

食
の
体
験
す
る
場
を
つ
く

り
発
信
す
る
。
食
の
基
盤

産
業
を
支
え
る
人
材
育
成

を
す
る
。

問　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開

業
と
そ
の
先
の
小
浜
開
業

を
見
据
え
た
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
は
。

答　

イ
ン
フ
ラ
と
二
次
交

通
を
重
点
整
備
す
る
。
小

浜
縦
貫
線
の
整
備
、
大

手
橋
、
西
津
橋
の
架
け
替

え
工
事
に
伴
い
、
大
手
橋

か
ら
竹
原
橋
の
区
間
の
拡

幅
、
道
の
駅
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
化
、
小
浜
駅
の
ト
イ

レ
改
修
等
で
あ
る
。

問　
介
護
保
険
の
第
七
期

が
始
ま
る
。
加
入
者
の
負

担
や
サ
ー
ビ
ス
が
ど
う
変

わ
る
の
か
。

答　

介
護
と
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
一
体
的
に
受
け
ら
れ
る

「
看
護
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
」
の
創
設
、
更

な
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努
め
る
。

平成３０年度当初予算について伺う 風呂　繁昭
議員

ページ 氏　名 質　問　項　目 ページ 氏　名 質　問　項　目

8 今井　伸治
１．市民の安全安心について
２．民生委員について
３．小浜市内の雇用について

9 熊谷　久恵 １．高齢化社会における公共交
通網の整備について

8 風呂　繁昭 １．平成３０年度当初予算につ
いて 9 牧岡　輝雄

１．人口減少対策について
２．新まちづくり構想について
３．拉致問題への取り組みにつ
いて

市政を問う ! 一般質問
平成３０年第１回（３月）小浜市議会定例会

※一般質問の原稿は発言議員が自ら作成しています。
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議会を傍聴しませんか？
住所と氏名を書くだけで傍聴することができ
ます。小浜市役所５階の議会事務局までお越
しください。

ー次回定例会の日程ー
６月  ７ 日（木）　本会議
６月２１日（木）　一般質問
６月２２日（金）　一般質問
６月２８日（木）　本会議

問　
高
齢
者
の
免
許
返
納

状
況
は
。

答　

平
成
27
年
は
74
名
、

28
年
が
94
名
、
29
年
が
124

名
。

問　
運
転
免
許
自
主
返
納

支
援
事
業
利
用
者
は
。

答　

平
成
27
年
度
が
63

名
、
28
年
度
が
85
名
、
29

年
度
は
２
月
末
で
93
名
。

問　
支
援
制
度
利
用
者
に

外
出
状
況
等
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

庁
内
で
連
携
し
な
が

ら
実
施
す
る
方
向
で
取
り

組
み
た
い
。

問　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
や
高
齢
世
帯
の
状
況
は
。

答　

小
浜
市
の
65
歳
以

上
の
高
齢
者
人
口
は
、
平

成
29
年
10
月
１
日
現
在

９
３
２
８
人
。
そ
の
内
75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は

５
０
０
６
人
。
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
は
１
１
３
０

人
、
高
齢
者
の
み
世
帯
は

９
０
５
世
帯
で
、
今
後
高

齢
化
の
進
展
に
伴
い
増
加

が
予
想
さ
れ
る
。

問　
公
共
交
通
網
の
充
実

は
高
齢
者
の
健
康
維
持
や

生
活
支
援
に
な
る
の
で
は
。

答　

年
齢
が
進
ん
で
も
社

会
性
を
維
持
す
る
こ
と

で
、
身
体
活
動
機
能
低
下

や
認
知
機
能
障
が
い
な
ど

精
神
活
動
機
能
低
下
を
防

ぐ
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い

る
。
気
軽
に
外
出
で
き
る

交
通
手
段
を
確
保
す
る
こ

と
は
、
生
き
が
い
を
持
ち

健
康
な
生
活
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
る
。

問　
利
便
性
の
あ
る
デ
マ

ン
ド
型
バ
ス
の
検
討
は
。

答　

高
齢
者
の
移
動
手
段

の
確
保
は
重
要
と
認
識
。

デ
マ
ン
ド
型
バ
ス
は
、
高

齢
者
の
便
利
な
移
動
手
段

で
あ
り
、
研
究
し
て
い
く
。

問　
公
共
交
通
の
充
実
は
、

高
齢
者
の
外
出
機
会
が
増

え
健
康
増
進
や
医
療
費
の

軽
減
に
も
つ
な
が
り
、
市

民
の
利
益
に
な
る
の
で
は
。

答　

経
費
の
発
生
な
ど
課

題
も
あ
る
が
、
ニ
ー
ズ
を

十
分
検
証
し
、
市
全
体
に

便
益
が
及
ぶ
公
共
交
通
体

系
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

高齢化社会における公共交通網の整備

問　
拉
致
問
題
へ
の
取
り

組
み
と
現
状
は
。

答　

平
成
14
年
10
月
に
地

村
さ
ん
ご
夫
妻
等
５
人
が

北
朝
鮮
か
ら
帰
国
さ
れ
、

昨
年
10
月
で
15
年
を
迎
え

た
が
、
残
る
拉
致
被
害
者

の
帰
国
は
ま
だ
実
現
し
て

お
ら
ず
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
本
市

で
は
、
昨
年
10
月
９
日
に

救
う
会
福
井
と
の
共
催
で
、

「
拉
致
・
特
定
失
踪
者
問

題
の
早
期
解
決
を
願
う
福

井
県
集
会
」
を
開
催
、
12

月
１
日
に
は
、
国
、
県
と

の
共
催
で
拉
致
問
題
啓
発

舞
台
劇
を
開
催
し
、
500
名

を
超
え
る
中
学
生
の
参
加

等
、
若
年
層
へ
拉
致
問
題

の
啓
発
を
図
っ
た
。
先
に

帰
国
し
た
拉
致
被
害
者
の

地
元
市
と
し
て
の
責
務
と

し
て
、
残
る
拉
致
被
害
者

全
員
の
帰
国
に
向
け
国
へ

の
要
望
活
動
や
啓
発
活
動

に
全
力
で
取
り
組
む
。

問　
本
市
の
教
員
研
修
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
。

答　

教
員
を
対
象
と
し
た

人
権
教
育
研
修
会
等
を
開

催
し
理
解
を
深
め
て
い
る

が
、
教
員
自
身
が
拉
致
問

題
の
本
質
と
現
状
に
つ
い

て
研
修
す
る
機
会
を
、
今

ま
で
以
上
に
確
保
す
る
。

問　
小
中
学
校
に
お
け
る

人
権
教
育
の
中
で
、
拉
致

問
題
を
ど
の
よ
う
に
取
り

上
げ
る
の
か
。

答　

本
市
に
お
い
て
は
、

人
権
教
育
を
学
校
教
育
の

中
核
に
据
え
、
様
々
な
人

権
侵
害
の
問
題
を
取
り
上

げ
学
習
の
充
実
を
図
っ
て

き
た
。
平
成
30
年
年
度
の

小
浜
市
学
校
教
育
方
針

で
、
拉
致
問
題
を
取
り
上

げ
た
人
権
教
育
の
充
実
を

図
る
施
策
を
盛
り
込
み
、

拉
致
被
害
者
の
地
村
保
志

氏
を
迎
え
た
学
習
活
動
も

計
画
し
て
い
る
。

【
意
見
】　

救
う
会
福
井

の
案
内
で
、
拉
致
被
害
現

場
（
小
浜
公
園
展
望
台
）

の
視
察
等
も
行
わ
れ
て
お

り
、
道
路
の
安
全
確
認
も

含
め
一
度
見
て
ほ
し
い
。

拉致問題への取り組みについて

熊谷　久恵
議員

牧岡　輝雄
議員

今月の表紙
新一年生

入学おめでとうございます。
4 月 6 日、来年度統合となる 4 校の入学
式が行われました。少し緊張しながらも笑
顔いっぱいの入学式です。
はっきりと返事や挨拶ができ、元気いっぱ
いのピカピカの一年生。
君たちの未来は夢が無限に広がっています。

一般質問

❾おばま市議会だより
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1 月
日 曜 行事等内容 出席者

5 金 若狭消防組合「消防出初式」 関係議員

7 日 成人式 全議員

10 水 全員協議会 全議員

〃 〃 議会運営委員会、議会報告会連絡会、北陸新
幹線早期全線開業特別委員会 関係議員

12 金
若狭マリンピア 2017 実行委員会、若狭交通
安全祈願式、小浜商工会議所 ｢新春議員懇談
会｣

議長

15 月 広報委員会、議会基本条例検証・見直しワー
キンググループ会議 関係議員

〃 〃 国道 162 号・小浜南丹間道路整備促進期成同
盟会総会（南丹市）

議長・関係
議員

16 火 北陸新幹線早期全線開業特別委員会と小浜商
工会議所との北陸新幹線に関する意見交換会

議長・関係
議員

17 水 福井県原子力環境安全管理協議会（敦賀市）、
小浜市体育協会新年会 議長

19 金 新春 ｢初釜｣ 議長

21 日 小浜市身体障害者福祉連合会 ｢新春のつどい｣ 議長

22 月 公立小浜病院組合議会行政視察（富山県黒部
市） 関係議員

23 火 議会基本条例検証・見直しワーキンググルー
プ会議 関係議員

26 金 議会運営委員会 関係議員

28 日 小浜市遺族会新年会 議長

29 月 北陸新幹線の早期全線開業を求める中央要望
　～ 30 日（東京都内）

議長・関係
議員

30 火 福井県原子力発電所準立地市町連絡協議会中
央要望　～ 31 日（東京都内） 議長

〃 〃 行政視察受入（岩手県釜石市議会） 副議長

２月
日 曜 行事等内容 出席者

1 木 全国広域連携市議会協議会理事会ならびに総
会（東京都内） 議長

2 金 広報委員会 関係議員

4 日 婦人のつどい 議長

5 月 議会基本条例検証・見直しワーキンググルー
プ会議 関係議員

6 火 若狭消防組合議会行政視察　～ 7 日（岐阜市、
愛知県豊山町） 関係議員

9 金 全員協議会 全議員

〃 〃 議会報告会連絡会 関係議員

〃 〃 社協役職員 ｢新年のつどい｣ 議長

13 火 全国市議会議長会建設運輸委員会（東京都内） 議長

14 水 北陸新幹線早期全線開業特別委員会、公立小
浜病院組合議会 関係議員

15 木
議会運営委員会、若狭広域行政事務組合議会
代表者会議（若狭町）、嶺南広域行政組合議会
代表者会議（高浜町）

関係議員

16 金 全員協議会 全議員

19 月 議会基本条例検証・見直しワーキンググルー
プ会議 関係議員

20 火 若狭消防組合議会 関係議員

22 木 本会議ほか各委員会 全議員

23 金 本会議ほか各委員会 全議員

〃 〃 広報委員会 関係議員

26 月 総務民生常任委員会 関係議員

27 火 総務民生常任委員会 関係議員

28 水 産業教育常任委員会、各派代表者会 関係議員

３月
日 曜 行事等内容 出席者

1 木 産業教育常任委員会 関係議員

2 金 奈良市お水送り親善使節団歓迎式 正副議長

3 土 若狭医療福祉専門学校卒業式（美浜町） 議長

5 月 議会基本条例検証・見直しワーキンググルー
プ会議 関係議員

〃 〃 ｢福井しあわせ元気｣ 国体・障害者スポーツ大
会 ｢小浜市実行委員会｣ 常任委員会

正 副 議 長・
関係議員

8 木 福井豪雪見舞い 議長

9 金 議会基本条例検証・見直しワーキンググルー
プ会議 関係議員

10 土 小浜市老人クラブ連合会 ｢芸能祭｣ 議長

12 月 小浜市お水取り親善使節団姉妹都市訪問　～
13 日（奈良市）

副議長・関
係議員

14 水 本会議、全員協議会 全議員

〃 〃 各派代表者、広報委員会 関係議員

15 木 北陸新幹線早期全線開業特別委員会、議会基
本条例検証・見直しワーキンググループ会議 関係議員

16 金 予算決算常任委員会全体会 全議員

〃 〃 議会報告会連絡会、若狭広域行政事務組合議
会代表者会議（若狭町） 関係議員

〃 〃 小浜市の歴史と文化を守る市民の会総会およ
び講演会 議長

21 水 ブルーパーク阿納 11 周年記念の会 正 副 議 長・
関係議員

22 木 小浜市連合婦人会総会 議長・関係
議員

23 金 本会議、全員協議会 全議員

〃 〃 議会運営委員会 関係議員

24 土 若狭農業協同組合通常総会 議長

26 月 若狭広域行政事務組合議会（若狭町） 関係議員

〃 〃 北信越市議会議長会監事会（金沢市） 議長

27 火 嶺南広域行政組合議会（敦賀市） 関係議員

〃 〃 小浜市漁業協同組合通常総代会 産教委員長

28 水 若狭消防組合議会 関係議員

〃 〃 福井県原子力環境安全管理協議会（敦賀市） 議長

29 木 原子力発電小浜市環境安全対策協議会常任委
員会・総会 関係議員

30 金 公立小浜病院組合議会 関係議員

議会活動日誌
（主な活動のみ掲載しています）



⓫おばま市議会だより

　小浜市議会では、議員が４班に分かれ、市内全12地区の公民
館で議会報告会を開催いたします。
　ご都合のつく会場に、お気軽にご参加ください！
なお、今回から19時30分開始となりますのでご注意ください。

班構成
１班
熊谷　久恵
今井　伸治
能登　恵子
垣本　正直
清水　正信

３班
牧岡　輝雄
西本　清司
藤田　善平
池尾　正彦

２班
竹本　雅之
小澤　長純
三木　尚
風呂　繁昭

４班
藤田　靖人
佐久間　博
下中　雅之
富永　芳夫

次　第
①定例会報告（小浜市議会の定例会について報告します）
②北陸新幹線の取り組みについて
③意見交換（市民の皆さまからのご意見やご質問をお聞きします）

日時 5月11日（金）
 19時30分～21時

場所 内外海公民館 （1班） 
 （久須夜交流センター）

 雲浜公民館 （2班）
 （交流ターミナルセンター）

 口名田公民館 （3班）
 松永公民館 （4班）

日時 5月23日（水）　
 19時30分～21時

場所 国富公民館 （1班）
 西津公民館 （2班）
 今富公民館 （3班）
 加斗公民館 （4班） 

日時 5月25日（金）　
 19時30分～21時

場所 小浜公民館 （1班）
 （若狭ふれあいセンター）

 宮川公民館 （2班）
 　 中名田公民館 （3班）
 遠敷公民館 （4班）

【お問い合わせ先：小浜市議会事務局】
〒917-8585　小浜市大手町6-3　☎６４－６０３５

議会報告会 
～市民と語る会～

議会報告会って
どんなもの？

当日出た意見
はどのように扱
われるの？

議会報告会は、小浜市議会の取り
組みを市民の皆さまにお伝えし、ご
意見をいただく大切な機会です。

いただいたご意見は議員全員で共
有し、今後の議会活動に生かします。
必要に応じて、市役所の関係部署に
ご意見の内容を申し入れます。

議会報告会とは？
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困
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「
春
の
風
物
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と
も
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て
い
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た
が
、
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年
は
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限
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で
す
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た
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ラ
ッ
と
足
場
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並
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で
ほ
し
い
で
す
。

　
学
校
も
社
会
も
新
し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
よ
り
見
や
す

い
、
わ
か
り
や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
お
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け
で
き
る
よ
う
、
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
広
報
委
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今
井
）
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　イサザは江戸時代には季節の珍味として食べられてお
り、国学者・伴信友も賞味していた記録があります。
　京都あたりへも送られていたようで、儒者・西依成斎（京
都望楠軒の講主）の書簡にも次のように記されています。

・其地名産のイサザ道中無心元被存、醤油いりにて御登
せ早速令賞味候処、去年被差越とは格別風味宜有之候。 

「西依成斎基礎資料集」より

　「名産のイサザは繊細な魚なので、輸送に時間がかかる
為、今年は『醤油煎り』で届いたところ、格別の風味だ
った。」と、成斎が喜んでいる姿が目に浮かぶようです。

　若狭おばまの偉人も賞味したイサザ。雲浜小学校の校
歌や、小浜中学校にある阿萬円嶺の句碑、また西条八十
が作詞した「小浜小唄」にも、詩中にイサザが織り込ま
れ親しまれています。
　漁獲量が激減して高級魚となってしまった今では、な
かなか庶民の口には “高嶺の花 ”ですが、春の訪れを感
じる小浜の食文化として、イサザは時代を受け継ぐ “最
高のおもてなし ”かもしれませんね。

小浜の春の風物詩 イサザ漁今昔特集

北川（昭和初期）井田家所蔵古写真・福井県立若狭歴史博物館提供

南川（平成 24 年）武藤茂樹氏撮影・福井県立若狭歴史博物館提供

（平成 24 年）武藤茂樹氏撮影・福井県立若狭歴史博物館提供

イサザ：ハゼ科シロウオ

「小浜町市街地図」
酒井家文庫 大正 15 年

イサザ漁の景色の今昔　
小浜聖ルカ教会前
河川改修で北川から南川となる

小浜聖ルカ教会

あなたの１枚で表紙を飾ってみませんか？？

　詳しい要項や過去の議会だより表紙は小浜市議会ホームページをご覧
ください。ご応募をお待ちしています。
【応募規定】
１．小浜市内で撮影された未発表のもの
２．画像データは１作品２～３MB 程度の JPEGデータ
※�メール受信の都合上、画像のデータサイズは２～３MB 程度でお願い
します。

【応募方法】
・応募は、データの持参またはメールでお願いします。
メールアドレス：gikai@city.obama.fukui.jp
・‌�作品名には①題名、②撮影場所、③撮影日時、④住所、⑤氏名、⑥
電話番号を明記してください。

【その他】
・‌�撮影した人物や対象物が個人の所有物である場合には、必ずご本人
または所有者の承諾を得てください。（肖像権に関する責任はすべて応
募者に属します。）
・‌�提出された写真は必要に応じてトリミング等を行うことをご了承くださ
い。
・‌�応募いただいた画像は広報委員会で選考の上、掲載させていただきま
す。紙面の都合等で掲載できない場合がございますがご了承ください。

小浜市議会だよりの表紙写真 募集中！！

北

川

川

南


